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第一絵衛星系分科会に紳て1ま・・昭和56

年6月26日付け第「部会決牢「キ宙醗

計厘仰毘直σ・て・閃お第一’三四

の’ ｶ．一点三方について」・に基づき・昭

和57年度の宇宙開発関係経費の見積り方針

に反映させるべき事項について審議を・行って

きたが、その結果をとりまとめたので報告す

る。
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宇宙開発計画の見直しに関する第一部会の

審講の進め方について

　　昭和56年6月26日
宇宙開発委員会第一部会　決定1

　「宇宙開発計画の見直しに関する蕃謬にっ並・て」’（昭和56年

6馴7畔三三委員会決定）に基づき㍉本部会において行う

調査舗は・以下に定めるところ旧るものとする9

　「

1．　藩議事項

　　脚57鞭における鞍醗陥1蟹細面謡曲及び宇
　宙開発計画について調査審議を行うものとする。

’2．．審議日程．　∫　　　　．　　・　　　　一

●tのﾋ三二．は・昭和57年胡中旬までに取りまとめるこ
　とを目途とする。噛ただし、昭和57年度における宇宙開発関係

　鹿賞の見積り方針に反映させるべき事項たついては、昭和56

　年・7月未までに回りまとめるこ’と：を目途とする。

3．審議方法

　調査審議に当たっては、財政事將、宇宙の利用に関する長期

的見通し㍉研究及び開発の三三状況、各省庁の要望等を蹄まえ、

次のような観点から宇街開発に関する施策について調査審議す・

らるものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

匙
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一
●

①三三魏性’㍗∫♂㌃　，∫’ご，
②・ ﾀ施の技術的可能性∵u・『．e

⑤・宇飾弓聯欄に示され綿方針との齢甑
④宇宙開発に関連する技術の系続的育成友ぴ国産化

⑤射鋤躍力、喉な遍上画学等関連する他け

　　七グラムとの関’連

　4．’分科会

　　　昭和57年度における宇宙闘発関係経費の見積り方針に反映’

　　させるべき畢項については・衛星系分科会及び玉鴫系分科会に

・お P〕て’確聯醐項によb襟諮を行うものとする・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！．分科会の名祢 所　　隼　　事　　項

衛星系分料会 人工衛星・人工衛星サブシステみ●、人工

q星に漏する試鹸施設、造寺管制等の地

緕{設、ソフトウエア等に関すること。

輸送系分科会 ロケットなど宇宙軸送系、宇宙轍世系サ

uシズテム、宇審軸薄命に囲する試鹸施

ﾝ・’
ﾋ場等地上施設、ソフトウエア等に　　　　　　　　　　　1関すること。

5．資料提出等

　・本部会の調査蕃議に当たつτは、必要に応じ、関係行政三関

等から資料の提出、説明等を求めるものとする。
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